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１　はじめに

中国は、日本の輸入生鮮野菜の65％（令
和元年、数量ベース）を占める最大の輸
入先国であり、同国の動向は、わが国の
野菜需給にも大きく影響を与えるもので
ある。そこで本誌においては令和２年９
月号から６回にわたり、生産者から流通
関係業者、消費者まで広く関心が高い品
目を対象に、同国における野菜生産と消
費および輸出の最新の動向について報告
している。

今回はその第３弾として、輸入生鮮野
菜の中でたまねぎ、かぼちゃに次いで令
和元年の輸入数量の多いにんじんを取り
上げる。にんじんは、前回取り上げたた
まねぎと同様に、中国産が生鮮輸入数量
の９割以上を占めている（図１）。本稿で
は代表的な主産地である山

さん

東
とう

省での聞き
取りを中心とした調査結果について、統
計データと併せて報告する。

なお、本稿中の為替レートは、１中国元
=16円、 １ 米 ド ル=105円（2020年11
月末日TTS相場：１中国元=16.12円、１
米ドル=104.89円）を使用した。

中国産野菜の生産と消費および輸出の動向
（第３回：にんじん）

中国産にんじんは、国内で流通する輸入生鮮にんじんの９割以上を占め、安定した供給
力や価格の優位性などから、業務用を中心に広く利用されている一方、中国国内での生産
コストが年々増加基調にある。輸出先は日本を含む近隣のアジア地域が多く、平成30年ま
では輸送環境の整備が進んだことに伴い、輸出量は増加傾向にあったが、令和２年におい
ては新型コロナウイルス感染症の影響を受け、国際的な需要の低下や中国国内の物流の混
乱により、昨年を下回るものと見込まれる。

調査情報部

【要約】

8万2922トン

令和元年
総輸入量

その他
1.6千トン
（2％）

台湾
1.2千トン
（2％）

豪州
2.7千トン
（3％）

中国
77.4千トン
（93％）

図１　日本における輸入先別生鮮にんじんの
輸入量（令和元年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：HSコード070610010。
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２　�日本における中国産にんじんの位置
付け

平成30年産の日本産にんじんの作付面
積は１万7200ヘクタール（前年比3.9％
減）、収穫量は57万4700トン（同3.7%減）
となっており、近年、作付面積は減少傾向
にある。収穫量も過去３カ年は平成27年
以前の水準に比べて少なく、60万トンを
割る状況が続いている（図２）。平成28年
には主産地の一つである北海道を中心に台
風被害に見舞われ、選果作業が一時停滞す
るなどの影響を受けた。平成29年は若干

盛り返したものの、平成30年は天候不順
の影響により作柄があまり良くなかったこ
とから、収穫量が減少する結果となった。

一方、輸入品をみると、一部がジュース
として輸入されているものの、その大半が
生鮮野菜として輸入されており、近年の生
鮮にんじん輸入量は年８万トンから11万
トン台で推移している（図３）。平成30年
の同輸入量は11万579トン（同25. ７％
増）で、同年の日本産にんじん収穫量の約
２割に相当する。輸入先別にみると、豪州
産や台湾産がごくわずかにあるが、その大
半が中国産となっている。
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図３　日本における輸入先別生鮮にんじん輸入量の推移

図２　日本のにんじん作付面積および収穫量の推移

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：�ＨＳコード070610010、令和2年は1～9月の合計、HSコードの変更に伴い、平成29

年以降の４年間のみ掲載。

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
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生鮮にんじん輸入量を月別でみると、毎
月一定量が輸入されているものの、日本国
内相場が高く需給のひっ迫した時期に輸入
量が多く、需給の緩んだ時期に輸入量が少
ない傾向があり、国内市場相場におおむね
連動した動きを示している（図４）。令和
元年は、10月以降の天候不順の影響で東
京近郊の産地の生育に遅れが見られ、年末
に向けて国産価格が高騰した一方、中国国
内での豊作を受けて輸出単価が下がった状
況にあったことから、日本国内の需要を補

完すべく輸入量が増加した。
一方、後述のとおり、中国国内での生産

コストは増加傾向にある中、輸入単価は中
国国内の単価を反映した推移をしており、
日本国内の相場の影響はあまり受けていな
いと見込まれる（図５）。令和元年の輸入
単価は、１キログラム当たり30円から49
円と、日本産にんじんの卸売価格のおよそ
２割強から５割弱程度で推移している。
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図５　月別東京都中央卸売市場の平均価格、生鮮にんじん輸入単価
および中国国内単価の推移

図４　日本における月別生鮮にんじん輸入量と東京都中央卸売市場の平均価格の推移
（令和元年）

資料：�農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」、東京都中央卸売市場「市場月報」）、中国商務部
　注：ＨＳコード070610010。

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」、東京都中央卸売市場「市場月報」）
　注：ＨＳコード070610010。
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３　生産動向

（1）中国における主産地と生産概況
中国産にんじんの産地は全土に広がって

いる中、主要産地としては山東省、河
か

北
ほく

省、
河
か

南
なん

省、湖
こ

北
ほく

省、四
し

川
せん

省などが挙げられ
（図６）、中国全土で作付面積は約15万ヘ
クタールとされている。

山東省の作付面積（令和２年産）は約
3.3万ヘクタールで、近年は３万ヘクター
ル前半から４万ヘクタールの間で推移して
いる（図７）。単収は１ヘクタール当たり
73トン前後で推移しており、大きな変化
はしていないことから、作付面積に合わせ
て収穫量も変動する傾向にある。
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図６　中国におけるにんじんの主産地

図７　山東省におけるにんじん作付面積および収穫量の推移

資料：生産者および関係者への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
　注：橙色の地域は主産地を示しており、濃色の地域ほど生産の盛んな地域であることを示す。

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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（２�）主産地の栽培スケジュールおよび栽
培品種

山東省における栽培スケジュールは露地
栽培と施設栽培（注１）に大別され、作付面積
比で全体のそれぞれ約85%、15%を占め
ている。露地栽培はさらに春にんじん、秋
にんじんに分けられ、多くの生産者は春に
んじん、秋にんじんと二期作（隔年栽培）
を行っている（表１）。生産者は、輪作年
限の確保に努めているものの、長年の栽培
により一部で土壌病害などの連作障害が発
生しており、産地では収穫量や単収の低下、
土壌の悪化などが懸念されている。山東省
をはじめとした中国国内における露地栽培
に用いられる代表的な品種は「雷肯徳」、

「君川紅」で、施設栽培に用いられる代表
的な品種は「早春紅日２号」である（表２）。

注１：施設栽培にはトンネル栽培とビニールハウス栽培
が含まれ、栽培前期のみ保温する栽培方式も含む。

（３）　栽培コスト
にんじん生産における主要な栽培コスト

として、人件費および地代が挙げられ、令
和２年産において、山東省の事例では全体
の60%以上を占めている（表３）。そのほ
かの特徴としては、特に海外品種が多いこ
とも一因し、種苗費が構成比の２割を占め
ていることが挙げられる。

平成29年産から令和２年産の３年間で
コストが増加したのは、コスト全体に占め
る割合が比較的高い人件費、地代、種苗費、
肥料費、農薬代であり、増加幅をみると、
人件費で600元（9600円、29年比36.4 
％ 増 ）、 地 代 で300元（4800円、 同 比
15.4%増 ）、 種 苗 費 で203元（3248円、
同比16.1%増）などとなっている。

このように近年のにんじん生産を取り巻
く状況として、他の品目と同様に人件費と
地代の増加に加えて、種苗費の増加も大き

表２　中国で栽培される主なにんじんの品種とその特徴
品種名称 特　徴

雷肯徳
（Red Candle）

・歩留まりが良く、貯蔵性や輸送耐性に優れる。
・在圃性に優れ、収穫期間が長い。
・春作、秋作の両方で栽培可能だが、秋作に適する。

君川紅 ・耐病性、耐寒性、耐暑性に優れ、栽培しやすい。
・春作、秋作の両方で栽培可能。

早春紅日２号 ・耐病性に優れ、単収が高い。
・在圃性に優れ、収穫期間が長い。

坂田 316
・歩留まりが良い。繊維質が少なく、品質に優れる。
・甘みが強い。
・輸送耐性に優れる。

紅帝大根 ・単収が高い。

資料：山東省農業庁種植業管理処、福建省農業庁種植業管理処への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下上中下

露地春にんじん ● ● ■ ■

露地秋にんじん ● ● ■ ■

施設にんじん ● ● ■ ■

●：播種 ■：収穫

品種
月

表１　山東省のにんじん栽培スケジュール

資料：山東省農業庁種植業管理処への聞き取りにより農畜産業振興機構作成　
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く、栽培コストが年々増加傾向にあること
が課題となっている。また、農作業などの
肉体労働を忌

き

避
ひ

する人の増加も著しく、若
手を中心とした都市部への出稼ぎ労働者の
増加傾向は依然として継続しており、労働
力の確保に苦労している点も同様である。

一方で、山東省におけるにんじんの播
は

種
しゅ

作業および収穫作業は少しずつ機械化が進
んできている。播種作業は一部の生産者を
除き、大部分が機械化されており、播種精
度が向上している（写真１）。しかし、収
穫作業の機械化は、播種作業に比べて遅れ
ている。現況では農機具を用いて、にんじ
ん側面の土壌をほぐした後、人力で抜き
取って切葉するものであるが、この方式で

は人件費がかさんでしまうことは避けられ
ないとともに、労働力確保が困難な現状に
おいては、大規模化の阻害要因にもなって
いる。なお、収穫機を用いた収穫作業では、
にんじんの損傷率が高く、歩留まり低下の
懸念から普及が進んでいないものの、年々
改良が図られており、今後は徐々に普及し
ていくとみられている。

（４）　調製コスト（注２）

調製コストのうち、大部分を占めるのは
人件費であり、約73%を占めているが、
３年間の増減をみると、顕著に増加してい
るのは人件費のみであり、他のコストはほ
とんど変わっていない（表４）。人件費は、

表３　山東省における10アール当たりのにんじん栽培コストの推移

項　目
平成２９年産 令和２年産

（元） 円換算（円） 構成比（％） （元） 円換算（円） 構成比（％）

人件費
１, ６５０ ２６, ４００ ２７. ２％ ２, ２５０  ３６, ０００ ３０. ８％

※山東省の主産地である濰坊市の例。

地　代
１, ９５０  ３１, ２００ ３２. ２％ ２, ２５０ ３６, ０００ ３０. ８％

・近年では１年で１０アール当たり１５０元（２４００円）ほど価格が上昇している。
※山東省の主産地である濰坊市の例。

種苗費
１，２６０ ２０, １６０ ２０. ８％ １，４６３ ２３, ４０８ ２０. ０％

・品種の更新や播種密度の違いにより、単位面積当たりの種苗費が増加。
・令和２年産の播種量は、１０アール当たり２. ２５缶（１缶当たり約１万粒）。

肥料費
６６０  １０, ５６０ １０. ９％ ７９２  １２, ６７２ １０. ８％

・原料費の高騰により、令和２年の化学肥料の価格は、対平成２９年産比で２０％ほど上昇。

農薬代
１６５  ２, ６４０ ２. ７％ １８２ ２, ９１２ ２. ５％

・令和２年の農薬の価格は、対平成２９年産比で１０％ほど上昇。

資材費
１５０  ２, ４００ ２. ５％ １５０ ２, ４００ ２. １％

・主にポリエチレンマルチフィルム購入費。
・使用量は１０アール当たり約７５０平方メートル、単価は１平方メートル当たり０.２元（３.２円）。

農機具費

１５０  ２, ４００ ２. ５％ １５０ ２, ４００ ２. １％

・主に減価償却費およびリース費。
・耕うん機のリース費は１０アール当たり４５～６０元（７２０～９６０円）。
・小型トラクターの購入単価は約２万元（３２万円）で、平均的な耐用年数は約１０年。

その他 ７５  １, ２００ １. ２％ ７５ １, ２００ １. ０％

合　計 ６, ０６０ ９６, ９６０ １００％ ７, ３１２ １１６, ９９２ １００％

資料：山東省農業庁種植業管理処、山東省濰坊市寿光市農業局、青島京農高科蔬菜専業合作社への聞き取りにより農畜産業振興機構作成



67野菜情報 2020.12

調製工場の従業員の給与が毎年５～ 10％
ほど上昇している一方、ダンボールなどの
包装資材費や輸送費では長期契約を締結し
ていることが多く、契約単価がさほど変わ

らないとともに、光熱水道費も近年変動し
ていない（写真２）。

注２：ここでは、収穫後に輸出向けに整える工程となる、
調製コストについて取り上げる。

表４　山東省における１トン当たりのにんじん調製コストの推移

項　目
平成２９年 令和２年

（元） 円換算（円） 構成比（％） （元） 円換算（円） 構成比（％）

人件費

２，５４５ ４０, ７２０ ６９. ４％ ３，２７３ ５２, ３６８ ７２. ９％

 ・�労働者の給与水準は１日、１人当たり１４０元（２２４０円、平成２９年）から１８０元（２８８０円、令
和２年）に増加。

・２００人の労働者が２日作業し、４０フィートの冷蔵コンテナ１個分（２２トン）のにんじんを調製する。

包装資材費
５００ ８, ０００ １３. ６％ ５００ ８, ０００ １１. １％

 ・主に段ボールを使用しており、費用はにんじん１トン当たり約５００元（８０００円）。
 ・近年、価格の変化はあまりない。

管理費
２７３ ４, ３６８ ７. ４％ ３６４ ５, ８２４ ８. １％

・�管理費は１日当たり３０００元（４万８０００円、平成２９年）から４０００元（６万４０００円、令和２年）
に増加。

設備減価償却費用 ２００ ３, ２００ ５. ５％ ２００ ３, ２００ ４. ５％

水道光熱費
１００ １, ６００ ２. ７％ １００ １, ６００ ２. ２％

 ・近年、標準的な水道料金、電気料金は変わっていない。

輸送費

５０ ８００ １. ４％ ５０ ８００ １. １％

 ・主に濰坊市から仕入れており、輸送距離は約４０キロメートル。
 ・輸送コストは１トン当たり約５０元（８００円）。
 ・近年、標準的な輸送料金は変わっていない。

合　計 ３，６６８ ５８, ６８８ １００. ０％ ４，４８７ ７１, ７９２ １００. ０％

資料：山東省の主なにんじん加工輸出企業のうちの一社である青島有田農業発展有限公司への聞き取りにより農畜産業振興機構作成

写真１　機械による播種作業
資料：寿光市飛浩蔬菜有限公司

写真２　にんじんの調製作業
資料：寿光市飛浩蔬菜有限公司
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４　国内販売動向

近年の山東省で収穫されたにんじんの販
売先の内訳を見ると、約９割が国内向けと
なっており、北京、南京、上海、広州など
の大都市を中心に出荷されている（図８）。

山東省の代表的なにんじん産地の一つで
ある濰坊市の中の県クラスの市である寿光
市にある卸売市場の寿光農産品物流園の卸
売価格を見ると、平成28年は１キログラ
ム当たり0.8元～４.1元（13円～ 66円）
と大きく価格が変動したが、29年以降は
1.0元～３.0元（16円〜48円）で推移
しており、最高値は最安値の３倍となって

いる（図９）。他作物と同様ににんじんに
おいても販売単価が翌年の作付面積に影響
を与え、価格は隔年で上下しており（注３）、
生産コストの増加基調との関係性は薄い。
　　　
注３：中国の野菜は当年の価格により次作の作付面積が

左右されることが往々にしてあり、一般的に、①
高値で取引される②次作付を増やす③収穫量が増
えることで価格が低下④次作付を減らす⑤収穫量
が減ることで価格が上昇―というサイクルを繰り
返すことが多い。

また、にんじんは工場の食堂や学校給食、
ファストフードなどの飲食店での需要が大
きい。よって、２年度は新型コロナウイル
ス感染症（以下「COVID-19」という）の
影響を受け、これらの需要が減少、一時的
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（％）

図９　山東省における平均卸売価格の例（寿光農産品物流園）

図８　山東省産にんじんの仕向け先別出荷量と国内販売割合

資料：中国商務部

資料：�山東省農業庁種植業管理処および山東省濰坊市寿光市農業局への聞き取りにより農畜産業振興機構作成
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な市場の閉鎖もあったことも一因となり、
一部の産地では冷蔵保管などでの在庫を抱
えている状況にある。

５　輸出動向

中国の税関統計によると、中国産生鮮に
んじんの輸出量は平成30年に急増してお
り、令和元年は前年比で減少しているもの
の、おおむね増加傾向にある（図10）。こ
れは、近年の中国政府による国内交通網の
整備に加え、一帯一路構想（注４）により、国
際的な輸送環境が整ってきており、これに
伴って輸出量が増加しているものと考えら
れ、春期には主に福

ふっ

建
けん

省産が、秋期には主
に山東省産がそれぞれ輸出されている。ま
た、山東省産の輸出向けにんじんのほとん
どが、同省副省級市（日本の政令指定都市
に相当）である青

ちん

島
たお

市の中の県クラスの市
である莱

らい

西
せい

市産となっている。莱西市は保
肥力が高い土壌が広がり、水資源も豊富な
環境であることから、平成７年からにんじ

んの作付が行われ、高品質なにんじんが生
産されることで有名である。

なお、令和２年においてはCOVID-19の
影響が大きく、国際的な需要低下や中国国
内の物流の乱れにより、輸出量は昨年を下
回るものと見込まれている。

注４：中国政府が推進する巨大経済圏構想のこと。アジ
アとヨーロッパを陸上輸送ルートおよび海上輸送
ルートで結び、貿易の活性化、経済発展に結びつ
けようとするもの。

輸出先をみるとベトナムが最も多く、次
いでタイ、韓国、日本、マレーシアとアジ
ア地域の近隣諸国が続いている（令和元
年）。現地聞き取りでは、日本への輸出は
毎年安定した需要があるのに対し、韓国や
東南アジアへの輸出はスポット契約が多い
ことから変動が大きい傾向にあるというこ
とであった。

輸出単価は平成30年までは生産コスト
の増加により上昇傾向で推移していたが、
令和元年、2年は下降傾向で推移した。令
和元年においては、図８の通り収穫量が多
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図10　中国産生鮮にんじんの輸出先別輸出量および平均単価の推移

資料：中国税関統計
　注：令和２年は１～８月の合計。HSコード07061000（生鮮或いは冷蔵のにんじんおよびだいこん）。
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く、中国国内単価の影響を受けたことが考
えられるとともに、令和２年においては、
COVID-19による国際的な需要低下の影
響を受けていることが考えられる

６　おわりに

令和２年１月～８月の中国産にんじんの
輸出量を見ると44万4829トン（前年同
期比３. ９％減）と、前年をやや下回って
いる。今年はCOVID-19の影響が大きく、
世界的な需要が少なくなっており、中国産
にんじんの輸出にも影響を及ぼしている。
また、令和２年6月には日本に輸入された
中国産にんじんから基準値を上回る農薬成
分が検出されるなど、中国産の評価を脅か
す事態も発生している。

しかしながら、中国産は、安定した供給
力や価格の優位性などが評価されるなどし
て、日本国内での業務用需要は根強く、今
後も当分の間、重要な輸入元であることは
変わらないだろう。品質面においても、輸
出向けにんじんの生産においては、国際的
に必要とされる製品基準に対応するため
GAP認証制度に基づいた生産の普及が少
しずつ進んでおり、中国の産地も高品質な
にんじん生産に努めている。しかし、生産
コストは増加傾向にある。

高品質化への転化は更なる価格上昇要因
となるところ、中国産輸入価格と日本産平
均価格との間に乖離があり、価格の優位性
はゆるぎないと見込まれる中、今後の需給
動向や生産体制など、中国産にんじんの動
向について注視する必要がある。
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